
化学物質リスクアセスメント(CRA)とは?? 
化学物質リスクアセスメントは、実験室で使用する化学物質の危険性又は有害性により
もたらされるリスクのレベルを評価し、それを低減するための手法です。 

実験で化学物質を使用すると、それに「ばく露」する可能性があります。使用す
る化学物質や作業条件によって、最悪取り返しのつかない事態になるかもしれ
ません。 

薬品使用時のばく露により、健
康に悪影響が生じます。 

身体への有害性は、薬品自体の有害性および作業
条件（使用量・時間・温度等）によって決められます。 

健全な実験環境を構築するためには、まず化学物質を使用することによるリス
クを知る必要があります。実験前にリスクを知ることによって、それに対する措
置が可能となるのです。 

なんで必要?? 

大 小 
ばく露量・時間 
薬品有害性 

○年後 
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実験の計画 

実験開始 

リスクアセスメント 

改善 

このホームページのCRAツールを使用することで、化学物質使用によるリスクレベルを簡
易評価できます。化学物質による健康障害を未然に防止するために、実験前にCRAを実
施するようにして下さい。なお、このツールは中央労働災害防止協会（JISHA）方式を採用
しています。 

取り扱う物質に対して 

リスクレベルが低い 
（安全である） 

リスクレベルが高い 
（有害性が高い） 

・実験条件の見直し 
（作業時間等） 
・代替物質の検討 
・工学的措置 

リスクを再評価 

リスクアセスメントの流れ 

本ホームページのCRA

ツールを用いて、リスクを
評価します。 



リスクレベル評価 

リスクレベル評価 

リスクの低減措置 

 
ばく露レベルは、想定されるばく露の程度を1~5の5段階評
価で決定します。 

 
ばく露レベルの評価方法には以下の4種類があげられますが、本ホー
ムページでは、「ばく露推定に使用できる実測値がない場合」の方法
を採用しており、ばく露の評価にあたって、使用量・作業温度・時間・
換気状況等のばく露要因を数値に換算することによって決定します。 

 

 

 

 

 

リスクレベル 

5：耐えられないリスク 

4：大きなリスク 

3：中程度のリスク 

2：許容可能なリスク 

1：些細なリスク 

危険性大 

 
ハザードレベルは、化学物質そのものの有害性を1~5の
5段階評価で決定します。 

 

～流れ～ 

取り扱う化学物質の有害性を特定するために、その物
質の安全データシート（SDS）に記載されているGHS1）

分類・区分から有害性に関する情報を入手します。 

 
化学物質のハザードレベルを決定します 

 

 

リスクレベルは、ハザードレベル（物質自体の有害性）及びばく露レベル（作業環境の汚染
状況）の二つの要因によって決定されます。 

ハザードレベル評価 ばく露レベル評価 

ばく露レベルの評価方法（4種類） 
 

・職場の作業環境測定値からの算出 
・個人ばく露濃度の測定値からの算出 
・生物学的モニタリングの測定値からの算出 
・ばく露の推定に使用できる実測値がない場合 

危険性小 

リスクレベルも5段階評価で決定しており、 
リスクレベル3以上でリスク低減のための 
対策が必要となります。 

1） GHS：化学品の分類及び表示に関する世界調和システム 



化学物質の危険・有害性 

ex. アセトン 

GHSに対応したラベルには、絵表示、危険有害性
情報、注意事項、製品名、供給者の特定といった情
報が含まれています。 

危険有害性情報 
引火性の高い液体及び蒸気 
眼刺激 
生殖能又は胎児への悪影響のおそれの疑い 
眠気及びめまいのおそれ 
呼吸器への刺激のおそれ 
長期又は反復ばく露による血液の障害のおそれ 
飲み込み、気道に侵入すると有害のおそれ 

ラベル情報と区分の関係（ex. 急性毒性（経口）） 

化学物質の危険・有害性は、SDS等を用いて知ることができますが、使用する薬品のラベルを見ること
でも大まかな情報を得ることができます。 

GHS絵表示（国際統一表記） 

危険有害性の種類や区分の違いによってラベルが異なります。 



ハザードレベル（HL）の決定（1） 

SDS（ex. アセトン） 

区分外    ･･･数字で表示される区分より有害性が低い 

分類できない･･･分類に有効なデータがなく、有害なのか安全なのか      

           わからない 

分類対象外 ･･･この項目には無関係な物質 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この区分を次ページのHL決定表（表１）に照らして、ハザー
ドレベルHLを決めます。 

ハザードレベルの評価方法は、SDSの「健康に対する有害性」項目よりGHS区分を見て、それらの区分をHLの表（次
ページ）に当てはめることで換算し、HLを決定します。 

「健康に対する有害性」の中の分類項
目と区分を抽出 健康に対する有害性のGHS区分 

 
眼に対する重篤な損傷･眼刺激性    区分2B 
生殖毒性               区分2 
特定標的臓器・全身毒性（単回ばく露） 区分3 
特定標的臓器・全身毒性（反復ばく露） 区分2 
吸引性呼吸器有害性          区分2 

GHSによる有害性と区分の関係 
 

区分の数値  小              大 
有害性    大              小 



ハザードレベル（HL）の決定（2） 

眼に対する重篤な損傷・眼刺激性      区分2B 

生殖毒性                      区分2 

特定標的臓器・全身毒性（単回ばく露）    区分3 

特定標的臓器・全身毒性（反復ばく露）    区分2 

吸引性呼吸器有害性              区分2 

アセトン 

有害性大 有害性小 

表1より、最も高いハザードレベルの数値を読み取ります。 
 

アセトンの場合 

   生殖毒性 区分2 ⇒ ハザードレベル 4  

化学物質が眼や皮膚に対しての有害性がある場合、 

ハザードレベル S を追加します。 
 

アセトンでは、 

眼に対する重篤な損傷・眼刺激性が該当します。 

+ 

結果 

アセトンのハザードレベルは、4 & S 

生殖毒性 区分2が決定表を用
いると一番高いハザードレベル4
を示していることがわかります。 



ばく露レベル（EL)の推定 

ばく露レベル（EL） = 推定作業環境濃度レベル（EWL）  作業時間・頻度レベル （FL） × 

「ばく露レベルの推定に使用できる実測値がない場合」の推定方法では、化学物質の取扱
量、揮発性・飛散性などの物理化学的性状、作業場の換気状況等より推定作業環境濃度
レベル（EWL）、作業場での作業時間等より作業時間・作業頻度レベル（FL）を求め、それ
らの組み合わせ（表2）により決定します。 

e d c b a 

ⅴ 5 4 3 2 2 

ⅳ 5 4 3 2 2 

ⅲ 5 3 3 2 2 

ⅱ 4 3 2 2 1 

ⅰ 3 2 2 1 1 

表2  ばく露レベル換算表 

EWL 

FL 

危険性 
大 小 

小 

大 



作業環境レベル（EWL） = （化学物質の取扱量）A + （揮発性・飛散性）B  

                        -（作業部屋の換気状況）C + （保護具等の汚れ）D 

（化学物質の取扱量）A 

推定作業環境濃度レベル（EWL）（1） 

（揮発性・飛散性）B 

取り扱う物質の使用量よりポイントを求めます。 

連続作業では1日の使用量、 

バッチ作業では1回の使用量から算出します。 

取り扱う物質の物理化学的性質より決定します。 

液体は沸点、粉体は性状（粒径等）より決定します。 

液体状の物質で、使用温度が20 oCを超える場合は、右図を使用 

使用温度と沸点の関係から、揮発性を評価します。 

推定作業環境濃度レベルは、化学物質の取扱量A、揮発性・飛散性B、換気状況C、保護具の汚れDの
各ポイントを以下の式にあてはめることで決定します。ポイントが高いほど危険性が大きくなります。 

沸点≧5×使用温度+50℃ 

沸点≧2×使用温度+10℃ 

※プロセス温度（使用温度） 



（作業部屋の換気状況）C （保護具等の汚れ）D 

推定作業環境濃度レベル（EWL）（2） 

作業場の換気設備および換気状況よりポイントを求めます。 

推定作業環境濃度レベル（EWL） = （化学物質の取扱量）A + （揮発性・飛散性）B  

                        -（作業部屋の換気状況）C + （保護具等の汚れ）D 

推定作業環境濃度レベルの決定 

式により算出したEWLポイントを換算表に当てはめ
ることで、作業環境濃度レベルを推定します。 

作業者の衣服や保護具に汚れがあると二次ばく露の
可能性があるため、その修正を加えます。 

局所排気であっても、換気風量の要件を満たしてい
ないものは、全体換気として扱います。 

以上の項目のポイントを式に当てはめることにより、推定作業環境濃度の総合ポイントを算出します。 

表より推定された作業環境濃度レベルa~e は、最終的なばく露レベル評価（後述）の決定に用います。 



作業時間・作業頻度のレベル（FL） 
1回の勤務シフト内で当該化学物質と接触する時間、あるいは当該作業場での年間作業時間から、表
を用いて求めます。 

週1回以上の作業を行う場合は、「シフト内の接触時間割合」を使用します。 

算出されたEWLレベル（a~e)及びFLレベル（i~v）より、表2（下記）を用いてばく露レベルを決定します。 

ばく露レベルの決定 



リスクレベルの判定（リスク評価） 

リスクレベル（RL） = ハザードレベル（HL） × ばく露レベル（EL） 

表3のリスクレベル換算表により、リスクレベルを決定します。 

5 4 3 2 1 

5 Ⅴ Ⅴ Ⅳ Ⅲ Ⅱ 

4 Ⅴ Ⅳ Ⅲ Ⅲ Ⅱ 

3 Ⅳ Ⅳ Ⅲ Ⅱ Ⅱ 

2 Ⅳ Ⅲ Ⅲ Ⅱ Ⅰ 

1 Ⅳ Ⅲ Ⅲ Ⅱ Ⅰ 

表3  リスクレベル（RL）換算表 

EL 

HL 

危険性 
大 小 

小 

大 

決定したハザードレベルとばく露レベルからリスクレベルを判定します。 



リスクレベルの定義 

リスクが低減されるまで、実験を原則禁止。 

大きなリスクが低減されるまで、実験を開始することが望ましくない。 

やむを得ず実験する場合で、リスク低減措置の実施に時間を要する場合には、暫定的な措置をすぐに
行う必要がある。 

RL Ⅴ = 耐えられないリスク 

RL Ⅳ = 大きなリスク 

RL Ⅲ = 中程度のリスク 

リスク低減対策を実施する期限を決め、期限内に実行する。 
リスクを低減するために検討は必要であるが、リスク低減対策の費用は十分に検討する。 

RL Ⅱ = 許容可能なリスク 

追加のリスク低減対策は不要であるが、コスト効果の優れた対策、またはコストのかからない対策を実
施する。 

RL Ⅰ = 些細なリスク 

追加のリスク低減対策は不要であるが、コストのかからない対策を実施する。 

RL S = 眼と皮膚に対するリスク 

      （ハザードレベルにSがついている場合） 

工学的対策だけでは不十分なため、保護具対策が必要となる。 


